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2つのサイクルで花づくり
マイ・ガーデニング

平成13年のクリスマスに生まれた娘も、お友達
と一緒に公園ですべり台をして遊ぶのが大好きな
2歳になりました。
最近はいろいろな言葉を覚えたので、家族との
会話や歌を歌うことがとても楽しいようです。靴
を履くことや着替えを失敗しながらも一生懸命や
ってみたり、家事などを手伝ってくれる姿を見て、
少しずつの成長を実感しとてもうれしく思いま
す。ですが環境の変化にはまだまだ弱く、私の実
家に泊まったり旅行に行ったりすると必ず熱を出
して帰ってくる始末です。
これからも元気で人の気持ちのわかる優しい子
に育ってくれたらと思っています。
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シャッターチャンス！

桜町　栗原美由紀さん　30歳

家族との会話を楽しんでます

1年を2つのサイクルに分けて、花づくりを楽しんで
います。前半は、5月の連休中にベゴニアを植えます。
ベゴニアは、あまり水を必要としないので比較的管理
は楽です。この時期には、庭はベゴニアでいっぱいに
なります。後半は、10月下旬に庭の花をパンジーとビ
オラに植え替えます。これらの花は、冬を越して5月上
旬まで楽しめます。
冬の時期は、大半の花は室内に入れます。
庭のあちこちには、宿寝草

しゅっこんそう

を植えています。生垣は
ドウダンツツジとキンキャラです。キンキャラは黄色
に色づき、庭全体が明るくなります。
花づくり以外にはテレビで放送される季節の花だよ
りが大好きです。放送があると、じっとしていられず
近所の友だちを誘ってその場所に花見に出かけること
が多々あります。
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